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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の成分を調整するように構成された流量制御装置と；
　第２の成分の供給部に結合するように構成されるポンプモジュールと；
　少なくとも一部が所定のレシピに基づいて、前記第１の成分についての第１の量の供給
を制御するために、前記流量制御装置に第１の制御信号を供給するように構成されると共
に、少なくとも一部が前記所定のレシピに基づいて、前記ポンプモジュールに前記第２の
成分についての第１の量の供給を制御するための第２の制御信号を供給するように構成さ
れる制御器とを備え；
　前記流量制御装置は：
　前記流量制御装置内を流れる前記第１の成分の量に基づいて、フィードバック信号を送
るように構成された流量計測装置と；
　少なくとも一部が前記流量計測装置の前記フィードバック信号と前記制御器によって供
給される前記第１の制御信号に基づいて前記第１の成分を制御するように構成される可変
ラインインピーダンスとを有する；
　製品ディスペンスシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記流量計測装置は容積式流量
計測装置を有する製品ディスペンスシステム。
【請求項３】
　請求項２に記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記容積式流量計測装置はギヤ
式の容積式流量計測装置を有する製品ディスペンスシステム。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記可変ラ
インインピーダンスは：
　第１の面がある第１の剛性部材と；
　第２の面がある第２の剛性部材と；
　少なくとも一部が、前記第１の面と前記第２の面によって画定される可変断面流体経路
とを有し；
　前記可変断面流体経路を増加させたり、減少させたりするように、前記第１の面は前記
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第２の面に対して移動可能である；
　製品ディスペンスシステム。
【請求項５】
　請求項４に記載の製品ディスペンスシステムにおいて、さらに、前記第１の面を前記第
２の面に対して移動させるために、前記第１の剛性部材と前記第２の剛性部材の一方に結
合しているステッパーモーターを有する製品ディスペンスシステム。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記ポンプ
モジュールは、前記第２の成分の供給部と解放可能に係合するように構成されている製品
ディスペンスシステム。
【請求項７】
　請求項６に記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記ポンプモジュールは、複数
の前記第２の成分の供給部と解放可能に係合するように構成されたブラケットアセンブリ
を有する製品ディスペンスシステム。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記ポンプ
モジュールは、較正された確定体積の前記第２の成分を供給するように構成されたソレノ
イド・ピストンポンプ・アセンブリを有する製品ディスペンスシステム。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれかに記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記ポンプ
モジュールに結合する流量検出器を有し、前記流量検出器は；
　流体を受け取るように構成された流体室と；
　前記流体室内の前記流体が排出される場合は常に、変位されるように構成されたダイヤ
フラム部と；
　前記ダイヤフラム部の変位をモニターすると共に、少なくとも一部が前記流体室内で排
出された前記流体の量に基づいて、流量信号を生成するように構成される変換器部と；
を有する製品ディスペンスシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記変換器部は、前記ダイヤフ
ラムに結合して、その上で移動可能である第１の容量性プレートと、前記流体室に関して
堅く取付けられた第２の容量性プレートとを有すると共に、前記流量信号は、少なくとも
一部が前記第１の容量性プレートと前記第２の容量性プレートとの間のキャパシタンスの
変化に基づく；
　製品ディスペンスシステム。
【請求項１１】
請求項１ないし１０のいずれかに記載の製品ディスペンスシステムにおいて、前記流量制
御装置と前記ポンプモジュールは、前記第１の成分と前記第２の成分を混ぜるためのノズ
ルと結合している製品ディスペンスシステム。
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